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はじめに
プライバシー・パラドクスとは、「人々はプラ
イバシーに関する懸念を表明するのに、実際には
必ずしもプライバシーを守るように行動していな
い」ことを指す言葉で、欧米においては、特に
「消費者論」や「若者論」（デジタル・ネイティブ
論）の文脈でそれを扱った論文や記事が見受けら
れる1）のだが、日本においては未だ研究は進んで
いない。欧米と日本とでプライバシーに関する意
識が異なっており、欧米における現象が、そのま
ま日本にはあてはまらないことが大きな理由であ
ろう2）が、こうしたパラドクスが日本においても
存在するのかどうか3）は、ビッグデータの利用推
進が叫ばれる今日において、学問上のみならず実
務上でも興味深い事柄ではなかろうか。
本稿は、日本の大学生を対象としたアンケート
調査によって、「プライバシー・パラドクス」的
な現象が果たして存在しているのか、探究するこ
とを目的とする。基本的には、「プライバシー意
識の高さ」と、「プライバシーに関連した行動」
とのクロス集計から、プライバシーに関する意識
と行動とがどの程度一致しているのか、あるいは
矛盾しているのかを、数量的に計測するという手
法を用いている。
調査は、関西学院大学社会学部において、2013
年度春学期に開講した授業「プライバシーの社会
学」の一環として、初回の授業に出席した社会学
部を中心とする学生 80 名を対象に行われた4）。
性別では、男子学生 38名、女子学生 42名で、ほ
ぼ等しい。学年別では、一回生 15名、二回生 28
名、三回生 31名、四回生 5名、学年未記入 1名
で、三回生と二回生とが多くなっている5）。
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１）たとえば、Barnes（2006）, Norberg et. al（2007）, Rifon et al.（2007）, Pötzsch（2009）など。
２）ノルウェーの「オペラ・ソフトウェア社」が、米国、日本、ロシアの 18歳以上を対象に YouGov 社に依頼して
行ったオンライン調査（2011年 1月 19日から 24日に実施）では、いずれの国においても、オンライン上のプ
ライバシー侵害や詐欺の方が、「テロ攻撃」や「破産」「家庭への攻撃」よりも心配されている、との結果になっ
ている（http : //business.opera.com/press/releases/general/whoa−s−watching−you に掲載）。日常生活で心配している
ことを 3つ回答するもので、米国では上位が「交通事故」（27％）、「オンラインプライバシー」（25％）、「破産」
（23％）、ロシアでは「人間関係」（40％）「交通事故」（34％）「失業」（28％）に次いでオンラインプライバシー
は 4位（22％）、日本でも「交通事故」（35％）「伝染病」（35％）「人間関係」（34％）でオンラインプライバシー
は 4位（29％）となっている。やや古いデータだが、福田（2004）では、日本人を対象に 12項目のリスク認知
を調査し、「個人情報の流出」に非常に危機を感じる人が、「大地震」に次いで 2位を占め、「交通事故」「戦争」
などを上回っている。
３）佐藤（2011）は、インターネットを利用する際、プライバシー意識の高い利用者ほど、プライバシー対策行動を
取るとの調査結果を示しており、その限りでは「プライバシー・パラドクス」現象は存在していない。
４）関西学院大学は、難易度が高めのミッション系総合大学であるが、そこで得られる調査結果は日本の大学生一般
における意識傾向とも、さほど大きな乖離はないだろうと筆者は考えている。
５）生まれ年は 1991年から 1995年が主と考えられ、橋元＋電通（2010）の言う「86世代」以降、「96世代」の直前
期に当たる。
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1．自己のプライバシー意識と他人への
プライバシー配慮意識
プライバシーは多義的、かつ、曖昧な言葉であ
る6）ので、「あなたはプライバシー意識が高いで
すか？」といった訊ね方では、回答者ごとに全く
違った事柄を想定する可能性がある。本アンケー
トでは、「あなたは、自分のプライバシーに関す
る情報が漏れないように、注意して生活していま
すか？」という、より意味の限定された設問と
し、回答は a「注意して生活している」（高位）、
b「多少は注意して生活している」（中位）、c「あ
まり注意していない」（低位）の 3肢を用意した。
その単純集計の結果では、a が 15.0％、b が
65.0％、c が 20.0％となった。男女別では、男子
学生では、a が 21.1％、b が 55.3％、c が 23.7％、
女子学生では a が 9.5％、b が 73.8％、c が 16.7
％で、女子学生は中位に偏る傾向があるものの、
カイ二乗検定を行うと統計上有意な差はない。
また、他者のプライバシーに関して、「他人の
プライバシーを尊重して生活していると思います
か？」という訊き方をしている。これも、実際の
行動より（実際に他者のプライバシーに配慮して
行動しているのかどうかは、当人の行動を細かく
監視しなくては分からないだろう）、主観的な意
識の側面に注意を当てている。回答は、a「尊重
して生活している」b「多少は尊重して生活して
いる」c「あまり注意していない」の 3 肢で、a
が 25％、b が 66％、c が 9％、となった。この 2
問から、あくまで習慣的意識の上からだが、自分
のプライバシーに対して注意していないと回答す
る者の方が、他人のプライバシーに注意していな
いと回答する者より、多いことが分かる。これが
実際にそうであるのか、何らかの規範意識からそ
のような回答となっているのかは、注意深く見極
めなくてはならないが。
では、この二者の関係はどうなのであろうか。
カイ二乗検定を行うと 1％有意であり、「自分
のプライバシーに注意して生活している」人は、
他より高い割合で「他人のプライバシーに配慮し
て生活している」と回答しており、この両者に正
の関係があることが分かる。
2．プライバシー意識と有名人
「自分のプライバシー意識」と「有名人願望」
（有名人になりたいと思うか）についてのクロス
集計は以下の表 2の通りである。
「自分のプライバシーに注意して生活している」
人で有名人願望のある人が 16.7％であるのに対
し、「あまり注意していない」では 37.5％にのぼ
り、「注意してない」層に、有名人願望が多いと
いう点は言い得るのではないだろうか。但し、全
体としてのカイ二乗検定は有意水準 5％でも有意
ではない。
また、有名人のプライバシーをマスコミが暴き
たてることについてどう思うか、「よいこと、必
要なこと」「よくないこと、不愉快なこと」「特に
考えたことがない」と 3つの選択肢で訊ねたとこ
ろ、「よい、必要」が 8.8％、「よくない、不愉快」
が 55.0％、「特に考えたことがない」が 36.3％で
あったが、これと、「自分のプライバシー意識」
「他人のプライバシーへの配慮意識」「有名人願
─────────────────────────────────────────────────────
６）プライバシー概念そのものについては汗牛充棟、多数の研究があり、紙幅の関係から本稿において深入りはでき
ない。
表 1 「自己のプライバシー意識」と「他者へのプライバシー配慮意識」
他人のプライバシーに
配慮して生活している
多少は配慮して
生活している
あまり
注意していない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 8（66.7％） 4（33.3％） 0（ 0.0％） 12
多少は注意している 10（16.1％） 39（73.6％） 5（ 9.4％） 52
あまり注意していない 2（12.5％） 10（62.5％） 4（25.0％） 16
合計 20（25.0％） 53（66.3％） 7（ 8.8％） 80
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望」とのクロス集計を行ってみた。結果は以下の
通りである。
「他人のプライバシーに配慮していない」者の
方が、有名人のプライバシー侵害を「よくない、
不必要」と答える割合が高いなど、多少逆説的に
感じられる数値もあるが、いずれも、カイ二乗検
定において 5％有意水準に達しておらず、顕著な
差ではないと言える。
表 2 「自分のプライバシー意識」と「有名人願望」
有名人になりたい 特になりたいとは思わない 絶対になりたくない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 2（16.7％） 8（66.7％） 2（16.7％） 12
多少は注意して生活し
ている 8（15.4％） 39（75.0％） 5（ 9.6％） 52
あまり注意していない 6（37.5％） 8（50.0％） 2（12.5％） 16
合計 16（20.0％） 55（68.8％） 9（11.3％） 80
表 3 「自己のプライバシー意識」と、「有名人へのプライバシー侵害への態度」
よいこと、必要なこと 特に考えたことがない よくないこと、不必要なこと 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 2（16.7％） 4（33.3％） 6（50.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 3（ 5.8％） 21（40.4％） 28（53.8％） 52
あまり注意していない 2（12.5％） 4（25.0％） 10（62.5％） 16
合計 7（ 8.8％） 29（36.3％） 54（67.5％） 80
表 4 他人へのプライバシー配慮意識と、有名人へのプライバシー侵害
よいこと、必要なこと 特に考えたことがない よくないこと、不必要なこと 合計
他人のプライバシーに
配慮して生活している 1（ 5.0％） 6（30.0％） 13（65.0％） 20
多少は配慮して生活し
ている 6（11.3％） 21（39.6％） 26（49.1％） 53
あまり注意していない 0（ 0.0％） 2（28.6％） 5（71.4％） 7
合計 7（ 8.8％） 29（36.3％） 54（67.5％） 80
表 5 有名人願望と有名人へのプライバシー侵害
よいこと、必要なこと 特に考えたことがない よくないこと、不必要なこと 合計
有名人になりたい 3（18.8％） 3（18.8％） 10（62.5％） 16
特に有名人になりたい
とは思わない 3（ 5.5％） 24（43.6％） 28（50.9％） 55
絶対になりたくない 1（11.1％） 2（22.2％） 6（66.7％） 9
合計 7（ 8.8％） 29（36.3％） 54（67.5％） 80
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3．プライバシーと孤独
プライバシーと孤独とは別物ではあるが、多少
は関係する概念であろう。ウォーレンとブランダ
イスが 1890年の有名な論文で唱えた、「一人で放
っておかれる権利」を文字通りに捉えるならば、
孤立や孤独と関係していよう（但し、この概念は
文字通りに捉えるべきではないとの考えを私は持
っているが）、いわゆる「プライバシー＝自己情
報のコントロール」説にしても、完全に情報をコ
ントロールしようとしたら、人の口に戸は立てら
れぬ以上、孤立して過ごすしかないだろう。
そこまで行くと極論だが、アンケート中に、孤
独感に関係する設問をいくつか含めておいた。そ
れと、プライバシー意識との関連を見てみよう。
結婚願望、死に際での希望（大勢に見守られて死
にたいか、一人で死にたいか）、インターネット
やケータイへの依存、さびしい時には知らない人
にでも話しかけられたいか、である。
まず表 6 に、「自己のプライバシー意識」と
「結婚願望」とのクロス集計を示した。未婚率は
上昇し、結婚願望は下がっているとのデータもあ
る7）が、大学生でまだ結婚をリアルなものと考え
ていないためか、全体として「結婚したい」が
82.5％で「わからない」「結婚したくない」を圧
倒的に上回り、また自己のプライバシー意識との
関連も有意な差は見られなかった。
「死」については、結婚よりもさらに現実感の
薄いものであるかもしれない。全体として「わか
らない」が 58.8％と半数以上を占め、「大勢の人
に見守られて死にたい」（36.3％）、「一人で死に
たい」（5％）を大きく上回った。こちらもカイ二
乗検定で有意な差はない。
そして、「ネット依存傾向」や「ケータイ依存
傾向」とプライバシー意識との関係である。「あ
なたはインターネットとどのようにつきあってい
ますか？」「あなたはケータイをどのように使っ
ていますか」という問いに対し「ひまさえあれば
ネット（ケータイ）を見ている」「たまに見る程
度」「ほとんどしない」の三つの選択肢を用意し
た。表 8および表 9から分かるように、「ひまさ
─────────────────────────────────────────────────────
７）NHK 放送文化研究所［2010］では、「結婚するのが当然」と考える人の割合は、1993年に 45％だったものが、2008
年に 35％と減少している。ただし、「結婚するのが当然」と、「結婚したい」とではニュアンスが異なり、「結婚
したくない」と考えている人は NHK の調査でも少数にとどまる。
表 6 「自己のプライバシー意識」と「結婚願望」
結婚したい わからない 結婚したくない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 10（83.3％） 2（16.7％） 0（0.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 44（84.6％） 7（13.5％） 1（1.9％） 52
あまり注意していない 12（75.0％） 4（25.0％） 0（0.0％） 16
合計 66（82.5％） 13（16.3％） 1（1.3％） 80
表 7 「自己のプライバシー意識」と「死に際での希望」
大勢の人に
見守られて死にたい わからない 一人で死にたい 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 5（41.7％） 6（50.0％） 1（8.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 19（36.5％） 30（57.7％） 3（5.8％） 52
あまり注意していない 5（31.3％） 11（68.8％） 0（0.0％） 16
合計 66（82.5％） 13（16.3％） 1（1.3％） 80
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えあればネットを見ている」「ひまさえあればケ
ータイを見ている」との回答が、「ひま」をどう
解釈するかという問題はあるにせよ、いずれも 8
割程度と高率になっており、現代日本の学生がほ
ぼ、ネット依存あるいはケータイ依存に近い状況
にあることが見てとれる。そして両者において、
プライバシー意識に関して、有意な差はない。
また、「さびしい時に、知らない人でも話しか
けてもらいたいこと」があるかどうか、「よくあ
る」「たまにある」「ない」の 3肢から選択しても
らった結果が、次の表 10である。「プライバシー
意識」の高位層で、「ない」の回答が多い以外は、
顕著な差は見られず、カイ二乗検定でも 5％有意
水準に達していない。
4．プライバシー意識と
ソーシャルメディア利用
「プライバシーに対して高い意識を持っている
にも関わらず、ソーシャルメディアで自分の情報
を垂れ流している」というのが、「プライバシー
・パラドクス」の代表例としてよく語られる。3
大ソーシャルメディアと言われる、twitter、mixi、
Facebook の利用については、twitter の利用者が
77.5％で最も高く、Facebook は 61.3％、mixi は
45.0％であった。但し、Facebook は圧倒的に実
名での利用率が高かった（利用者のうちの 98.0
％）であったのに対して、twitter では実名率が
33.9％、mixi では 30.6％ にとどまった。プライ
表 8 「自己のプライバシー意識」と「ネット依存傾向」
ひまさえあれば
ネットを見ている たまに見る程度 ほとんどしない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 9（75.0％） 2（16.7％） 1（8.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 42（80.8％） 9（17.3％） 1（1.9％） 52
あまり注意していない 12（75.0％） 4（25.0％） 0（0.0％） 16
合計 63（78.8％） 15（18.9％） 2（2.5％） 80
表 9 自己のプライバシー意識とケータイ依存傾向
ひまさえあれば
ケータイを見ている たまに見る程度 ほとんどしない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 7（58.3％） 4（33.3％） 1（8.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 45（86.5％） 7（13.5％） 0（0.0％） 52
あまり注意していない 12（75.0％） 4（25.0％） 0（0.0％） 16
合計 64（80.0％） 15（18.8％） 1（1.3％） 80
表 10 「自己のプライバシー意識」と「知らない人への態度」
話しかけてもらいたい
ことがよくある たまにある ない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 5（41.7％） 4（33.3％） 3（25.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 19（36.5％） 28（53.8％） 5（ 9.6％） 52
あまり注意していない 7（43.8％） 7（43.8％） 2（12.5％） 16
合計 31（38.8％） 39（48.8％） 10（12.5％） 80
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バシーに対する意識の高さと、これら三大ソーシ
ャルメディアを、実名で利用しているのか、実名
以外で利用しているのか、利用していないのか、
クロス集計の結果は以下の通りである。
結果の数値から分かるように、主観的なプライ
バシー意識の高さの違いによって、さほど大きな
差は出ていない。実名推奨の Facebook について
は、実名利用率の高さが他と比べて顕著であり、
また、プライバシー意識低位層の利用率の高さは
目立っているが、しかし、いずれも全体としてみ
れば 5％有意水準に達していない差となってい
る。したがって、「主観的なプライバシー意識の
高さの違いによって、ソーシャルメディアの利用
率の違いに、有意な差はない」ということは言い
得るだろう。そのことが、パラドクスと言えば言
えないことはない。
ついでながら、Facebook はこれまで様々なプ
ライバシー問題を引き起こしてきたので、Face-
book の「プライバシーポリシー」を読んだこと
があるかどうかも訊ねてみた。「熟読した」は 1.3
％にとどまり、「ざっと読んだことがある」が
16.3％で、82.5％は読んでいなかった。これは無
理からぬところであろう。米国では、プライバシ
ーポリシーの分かりにくさをテーマにした研究8）
や、人々が関係するオンライン企業全てのプライ
バシーポリシーを読もうとするとあまりにも多く
─────────────────────────────────────────────────────
８）Milne & Culnan（2004）．
表 11 「自己のプライバシー意識」と「twitter 利用」
twitter を実名で
使っている
twitter を実名以外で
使っている
Twitter は
使っていない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 4（33.3％） 3（25.0％） 5（41.7％） 12
多少は注意して生活し
ている 12（23.1％） 30（57.7％） 10（19.2％） 52
あまり注意していない 5（31.3％） 8（50.0％） 3（18.8％） 16
合計 21（26.3％） 41（51.3％） 18（22.5％） 80
表 12 「自己のプライバシー意識」と「mixi 利用」
mixi を実名で
使っている
mixi を実名以外で
使っている
mixi は
使っていない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 1（ 8.3％） 1（ 8.3％） 10（83.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 7（13.5％） 18（34.6％） 27（51.9％） 52
あまり注意していない 3（18.8％） 6（37.5％） 7（43.8％） 16
合計 11（13.8％） 25（31.3％） 44（55.0％） 80
表 13 「自己のプライバシー意識」と「Facebook 利用」
Facebook を実名で
使っている
Facebook を実名以外
で使っている
Facebook は
使っていない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 6（50.0％） 0（0.0％） 6（50.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 29（55.8％） 0（0.0％） 23（44.2％） 52
あまり注意していない 13（81.3％） 1（6.3％） 2（12.5％） 16
合計 48（60.0％） 1（1.3％） 31（38.8％） 80
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の時間が取られるという研究も存在する9）。訴訟
や紛争を避けるためだけでなく、読んでもらいた
くないために、長いプライバシーポリシーを書く
会社さえあるかもしれない。
5．プライバシー意識と監視社会への懸念
この調査において、選択式の回答に加えて、
「プライバシー」から連想する言葉を自由記述で
記入してもらったところ、最も多かったのが「個
人情報」、次いで「監視社会」、以下、「守るべき
もの」「知られたくないこと」「人権」と続き、そ
れ以外は回答者 1名の少数意見であった10）。「個
人情報」と「監視社会」は、現代社会における重
要なキーワードとなっていることがここからも分
かるが、では、監視社会等についての意識は、プ
ライバシー意識の高低によって違っているのだろ
うか？
監視社会化にまつわる諸相として、「監視カメ
ラへの意識」（街頭に監視カメラが増えたことに
ついて、あなたはどう思いますか？）、「国民番号
制度への意識」「企業による個人情報の活用」（あ
なたは、企業があなたの購買履歴や行動履歴など
の個人情報を活用して、お薦めの商品の広告を出
すなど販売促進に活用することを、どう思います
か？）、「遺伝情報データベースに対する意識」
（国家が国民全員について遺伝情報データベース
を作り、犯罪捜査に活用するとしたら、あなたは
どう思いますか？）の四問を用意した。
監視カメラが街頭に増えていることについて、
「よい、必要」「考えたことがない」「よくない、
不要」の三つの選択肢を用意した11）。この 3肢で
あることには、問題はある。肯定的か、否定的
か、中立か、無理に 3分類しているからで、例え
ば実際には、「よくないが、必要」と考えている
人もいるであろう。しかしそれを許してしまう
と、直線的な関係に落とし込むことができないた
め、ここでは無理して単純化した。ご理解をたま
わりたい。
これについては、やや矛盾含みの結果となって
いる。監視カメラを「よい、必要」と答えた割合
が最も高かったのは、「プライバシー意識」が中
位の回答者であった。「考えたことがない」が最
も多かったのが、「プライバシー意識」が高位の
回答者であり、また、「よくない、不必要」が最
も多かったのは、プライバシーにあまり注意して
いないとした回答者であった。この辺について
は、プライバシー・パラドクスが生じていると言
えるかもしれない。これらの差異は、有意水準 5
％で有意である。
「国民一人一人に番号を振る制度」への態度に
ついても、監視カメラと同様な尋ね方をした12）。
監視カメラについては肯定的な回答が 6割近くと
過半数であったが、番号制度については肯定的な
回答は 3割にとどまった13）。また、プライバシー
意識との関連では、監視カメラとはまた別の意味
─────────────────────────────────────────────────────
９）McDonald & Cranor（2008）では、米国の平均的な消費者が、関係する企業のプライバシーポリシーを全部読も
うとすると年間で 244時間かかり、金銭に換算して 3534ドルの負担になるとの試算を発表している。
１０）監視社会に関する著作も、代表作である Lyon（2001）を初め、多数にのぼる。紙幅の関係で詳しくは紹介でき
ないが、監視社会がどのような社会であるかについても、「国家による監視」と「企業による監視」のいずれを
重大な問題とするのか、監視機器の分散化や民主化をどう考えるかなど、論者によって微妙に考え方の違いがあ
る。
１１）監視カメラに対する人々の態度は、国による差が大きい。Bjorlkund and Svenouis（2013）はドイツ、スウェーデ
ン、ポーランドという三国におけるビデオ監視を比較する書であるが、その中で、ドイツにおいて監視カメラが
多く否定的に捉えられているのに対して、スウェーデンおよびポーランドの二国においては、監視カメラが多く
肯定的に捉えられているという現象を指摘している。特にポーランドにおいては、当局の関係者が、「監視カメ
ラによってワルシャワの犯罪が六割から七割減少した」旨の発言を行っているが、さすがにこの発言に対して
は、ワルシャワ大学の研究者を中心に、疑問の声が上がっている（同書、p.49）。
朝田［2008］は、JGSS のデータを用いて日本社会における監視カメラへの賛否の要因を探った研究だが、男女
とも「テレビ視聴時間」「居住地への愛着」といった要因が、監視カメラへの賛否に影響を与えるとしている。
１２）調査時にはいわゆる「共通番号法案」はまだ国会で可決していなかったため、住民基本台帳番号にもあてはまる
ような、ややぼかした表現にしてある。
１３）内閣府による、社会保障・税番号に関する世論調査（2011年 11月実施）においては、番号制度を必要だと答え
たもの 57.4％、必要だと思わないと答えたもの 27.3％という結果となっている。
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で、逆説的な結果が出ている。番号制度に対して
肯定的な回答は、「プライバシー意識」が中位の
もので最も低く、「高位」と「低位」で高い。そ
して、否定的な回答については、監視カメラと同
様に、プライバシー意識が低位のもので最も高く
なっている。そしてこの差異は、カイ二乗検定を
行うと、有意水準 1％で有意である。
「企業が個人情報利用して、お薦めの商品の広
告を出すなど販売促進に利用することをどう思い
ますか」という問いに対する回答は表 16のよう
になった。ここでは、「よい、必要」との回答は、
プライバシー意識が高いほど少なく、まさに想定
表 14 「自己のプライバシー意識」と「監視カメラへの態度」
監視カメラは
よい、必要 特に考えたことはない
監視カメラは
よくない、不要 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 5（41.7％） 6（50.0％） 1（ 8.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 36（69.2％） 13（25.0％） 3（ 5.8％） 52
あまり注意していない 6（37.5％） 6（37.5％） 4（25.0％） 16
合計 47（58.8％） 25（31.3％） 8（10.0％） 80
表 15 自己のプライバシー意識と番号制度への態度
番号制度は
よい、必要 特に考えたことはない
番号制度は
よくない、不要 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 5（41.7％） 3（25.0％） 4（33.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 12（23.1％） 33（63.5％） 7（13.5％） 52
あまり注意していない 7（43.8％） 3（18.8％） 6（37.5％） 16
合計 24（30.0％） 39（48.8％） 17（21.3％） 80
表 16 「自分のプライバシー意識」と、「企業による個人情報利用」への態度
販売促進への個人情報
利用はよい、必要 特に考えたことはない よくない、不必要 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 1（ 8.3％） 3（25.0％） 8（66.7％） 12
多少は注意して生活し
ている 17（32.7％） 14（26.9％） 21（40.4％） 52
あまり注意していない 6（37.5％） 4（25.0％） 6（37.5％） 16
合計 24（30.0％） 21（26.3％） 35（43.8％） 80
表 17 「自己のプライバシー意識」と「遺伝情報データベースへの態度」
遺伝子データベース
による捜査は必要 特に考えたことはない よくない、不必要 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 3（25.0％） 3（25.0％） 6（50.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 20（23.1％） 19（63.5％） 13（13.5％） 52
あまり注意していない 7（43.8％） 5（31.3％） 4（25.0％） 16
合計 30（37.5％） 27（33.8％） 23（28.8％） 80
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されるような回答となっている。中位の回答者の
方が、「特に考えたことがない」が低位よりもわ
ずかに多くなっているが、大きな差ではなく、全
体も 5％有意でない。
また、各国で利用が進みつつある、遺伝情報に
よる犯罪捜査について、「よい、必要」「考えたこ
とがない」「よくない、不必要」の三肢から選択
してもらった結果は、表 17の通りである。全体
として、肯定的な回答が、前記の企業による個人
情報利用よりもやや多く、否定的な回答がやや少
ない。犯罪捜査への利用という限定がついている
とはいえ、企業よりも国家への信頼が厚いよう
だ。またこちらも、プライバシー意識の高い層の
方で、「よい、必要」との回答が少ないという順
当な結果となっているが、全体としてカイ二乗検
定は 5％有意に達していない。
おわりに
以上の結果を簡潔にまとめると、以下のように
なる。
・「自分のプライバシーへの意識の高さ」と
「他者へのプライバシーの配慮の高さ」は、
いずれも主観的な判断ではあるが、相関して
おり、1％有意水準で有意であった。
・「自分のプライバシーへの意識の高さ」と、
「有名人願望」「有名人へのプライバシー侵害
への態度」「結婚願望」「死に際での希望」
「ネット依存傾向」「ケータイ依存傾向」「ソ
ーシャルメディア利用」に関しては、統計的
に有意な差が検出されなかった。
・「自分のプライバシーへの意識の高さ」と、
「監視カメラへの態度」「番号制度への態度」
については、逆説的な結果が現れており、統
計的にも有意な差が出ている。
・「自分のプライバシーへの意識の高さ」と、
「企業による個人情報利用への態度」「国家に
よる遺伝情報データベースへの態度」につい
ては、統計的に有意な差が検出されていな
い。
逆説的な結果を検出した「強い意味でのプライ
バシー・パラドクス」は少ないが、プライバシー
意識の差によって、（想定されるような）差異が
検出されないことを「弱い意味でのプライバシー
・パラドクス」とするならば、多数の項目におい
て弱い意味でのプライバシー・パラドクスが現れ
た、と言うこともできる。
冒頭にも述べたが、本稿においては分析上の必
要から、プライバシー意識を主観的、一次元的な
訊ね方をしており、また、他の質問項目において
も、強引とも言える形で肯定的、否定的という一
次元的な尺度へと落とし込んでいる。本来はより
精緻な構造を考えるべきであろう14）が、この調査
ではそこまでは至らなかった。今後の課題とした
い。
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アンケート用紙と単純集計結果（％表示は小数点 2位以下を四捨五入）
「プライバシーの社会学」授業前アンケート
このアンケートは、みなさんがこの授業にどの程度の関心を持っているのか、また、プライバシーに関してどのよ
うな意識や考え方を持っているのかを調べて授業内容に生かすためのものです。無記名ですので回答が成績に影響す
ることはありません。基本的に三択なので、最もあなたの気持ちに近いものを a．b．c．から選び○をつけてください。
1．あなたがこの授業「プライバシーの社会学」を履修した理由は何ですか
a．この授業に興味・関心があった 46（57.5％）
b．なんとなく、卒業単位のために 30（37.5％）
c．その他の理由 （ ） 4（ 5.0％）
2．あなたはこの授業のシラバスを読みましたか
a．じっくり読んだ 14（17.5％）
b．ざっと読んだ 58（72.5％）
c．読んでいない 8（10.0％）
3．あなたはこの授業について、どのような態度で臨みますか
a．真面目に努力して、できればよい成績を取りたい 50（62.5％）
b．単位を取るための最低限の努力で済ませたい 27（33.8％）
c．単位は特に必要でないので、気楽に受けるつもり 2（ 2.5％）
4．あなたは「プライバシー」という言葉からどんなことを連想しますか？何か正解があるわけではな
いので、自由に書いてください。
個人情報 14（17.5％）
監視社会 4（ 5.0％）
守るもの 3（ 3.8％）
知られたくないこと 3（ 3.8％）
人権 2（ 2.5％）
その他
5．あなたは、自分のプライバシーに関する情報が漏れないように、注意して生活していますか？
a．注意して生活している 12（15.0％）
b．多少は注意して生活している 52（65.0％）
c．あまり注意していない 16（20.0％）
6．あなたは、他人のプライバシーを尊重して生活していると思いますか？
a．尊重して生活している 20（25.0％）
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b．多少は尊重して生活している 53（66.3％）
c．あまり注意していない 7（ 8.8％）
7．あなたは将来、有名人になりたいと思いますか
a．できれば有名人になりたい 16（20.0％）
b．特に有名人になりたいとは思わない 55（68.8％）
c．有名人には絶対になりたくない 9（11.3％）
8．あなたは将来、結婚したいと思っていますか
a．結婚したい 66（82.5％）
b．わからない 13（16.3％）
c．結婚したくない 1（ 1.3％）
9．あなたは亡くなるとき、大勢の人に見守られて亡くなりたいですか？
a．大勢の人に見守られて亡くなりたい 29（36.3％）
b．わからない 47（58.8％）
c．死ぬ時は一人で死にたい 4（ 5.0％）
10．街頭に監視カメラが増えたことについて、あなたはどう思いますか？
a．よいこと、あるいは、必要なことだと思っている 47（58.8％）
b．特に考えたことはない 23（28.8％）
c．よくないこと、不愉快なことだと思っている 8（10.0％）
11．住民基本台帳ネットワークや、現在進行中の「マイナンバー制度」のように、国民一人一人に統一
的な番号を振るという制度が日本でも導入されつつありますが、これについてあなたはどう思いま
すか？
a．よいこと、あるいは、必要なことだと思っている 24（30.0％）
b．特に考えたことはない 39（48.8％）
c．よくないこと、不愉快なことだと思っている 17（21.3％）
12．あなたはインターネットと、どのようにつきあっていますか？
a．ひまがあるとスマホやパソコンでネットを見ている 63（78.8％）
b．ネットはたまに見る程度 15（18.8％）
c．ネットはほとんどしない 2（ 2.5％）
13．あなたはケータイをどのように使っていますか？
a．ひまがあるとケータイを見ている 64（80.0％）
b．ケータイはたまに見る程度 15（18.8％）
c．ケータイは使わない、もしくはほとんど使わない 1（ 1.3％）
14．あなたは twitter を使っていますか？
a．実名でしている 21（26.3％）
b．実名以外のハンドルネームでしている 41（51.3％）
c．していない 18（22.5％）
15．あなたは mixi を使っていますか？
a．実名でしている 11（13.8％）
b．実名以外のハンドルネームでしている 25（31.3％）
c．していない 44（55.0％）
16．あなたは facebook を使っていますか？
a．実名でしている 48（60.0％）
b．実名以外のハンドルネームでしている 1（ 1.3％）
c．していない 31（38.8％）
17．あなたは facebook のプライバシーポリシーを読んだことがありますか？
a．熟読した 1（ 1.3％）
b．ざっと読んだことはある 13（16.3％）
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c．読んだことはない 66（82.5％）
18．あなたは、テレビや雑誌などが、芸能人を初めとする有名人のプライバシーについて書きたてるこ
とを、どう思いますか
a．よいこと、あるいは、必要なことだと思っている 7（ 8.8％）
b．特に考えたことはない 29（36.3％）
c．よくないこと、不愉快なことだと思っている 44（55.5％）
19．あなたは自分の恋愛や異性との交際について、相談する相手がいますか？（恋愛経験のない人は、
自分が恋愛をしたと仮定して考えてください）
a．家族に相談する 6（ 7.5％）
b．家族以外に相談する 66（82.5％）
c．他人とは相談しない 11（13.8％）
（a．と b．の両方に○をつけたもの） 2（ 2.5％）
20．さびしい時は、知らない人でも話しかけてもらいたいなと思うことがありますか
a．よくある 13（16.3％）
b．たまにならある 37（46.3％）
c．ない 30（37.5％）
21．あなたは、アンケート調査に対してどのような考えを持っていますか？
a．社会の実相を知るのに必要なので、積極的に協力したい 31（38.8％）
b．あまり考えたことがない 39（48.8％）
c．自分について知られるのはイヤなので、なるべく協力したくない 10（12.5％）
22．あなたは「個人情報保護法」を読んだことがありますか？
a．読んだことがある 2（ 2.5％）
b．名前は聞いたことがあるが、実際に読んだことはない 78（97.5％）
c．この法律を聞いたことがなかった 0（ 0.0％）
23．あなたは、自分の遺伝情報について、知りたいと思いますか
a．知りたい 25（31.3％）
b．わからない 40（50.0％）
c．知りたくない 15（18.8％）
24．遺伝情報の解明が進んでいますが、もしあなたが子供持つ場合に、遺伝情報を活用して好ましい性
質の子供を持ちたいと思いますか？
a．積極的に活用したい 8（10.0％）
b．子供の病気を避けるためならば活用したい 56（70.0％）
c．活用したくない 16（20.0％）
25．国家が国民全員について遺伝情報データベースを作り、犯罪捜査に活用するとしたら、あなたはど
う思いますか？
a．よいこと、あるいは、必要なことだと思っている 30（37.5％）
b．特に考えたことはない 27（33.8％）
c．よくないこと、不愉快なことだと思っている 23（28.8％）
26．あなたは、企業があなたの購買履歴や行動履歴などの個人情報を活用して、お薦めの商品の広告を
出すなど販売促進に活用することを、どう思いますか
a．よいこと、あるいは、必要なことだと思っている 24（30.0％）
b．特に考えたことはない 21（26.3％）
c．よくないこと、不愉快なことだと思っている 35（43.8％）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
最後に、あなた自身の属性についてお尋ねします。
性別（ ） 学部（ 学部） 学年（ 回生）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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Privacy Awareness of Kwansei-Gakuin University Students:
in regard of “Privacy Paradox”
ABSTRACT
Some articles in Europe and America insist that there is a phenomenon called
“privacy paradox”, which means the contradictions or gaps between privacy awareness
and actual privacy concerning behaviors of people. This paper examines whether stu-
dents at a Japanese university (Kwansei-Gakuin University) have such tendencies. We
used a questionnaire survey and discovered “strong” privacy paradoxes between pri-
vacy awareness and behavior concerning surveillance cameras and the national identity
number system, and “weak” privacy paradoxes between privacy awareness and social
media use, desire to be a celebrity, desire to get married, internet dependence, and mo-
bile dependence.
Key Words: privacy paradox, privacy awareness, social media, surveillance society
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